
 

 

 

 

 

「遊ぶ」ように「学ぶ」～ワクワク心を大切に～   
居武士小学校長 井坂 裕一 

◆学校便り発行日とのタイミングが合わず、皆様へのお礼が遅くなりました。    

先月末の学芸会に来校いただいた皆さん、大変ありがとうございました。練習 

に対する自主的な取組、場面づくりを自ら行う創造的な関わり、学年を超えて 

みんなでつくる協働性･･･貴重な経験を重ね、その成果を立派に発表すること 

ができました。良きエンディングを迎えることができて、本当によかったです。 

「感動しました」「泣きながら観ていました」「素晴らしかった」･･･そんな声を、 

観覧された方からたくさん頂きました。子どもたちの感想文には、挑戦して成し 

遂げることができた喜びが記されていました。嬉しい限りです。また、コロナが5類となり、広く皆さんをご案 

内できたことも、嬉しい出来事でした。子どもたちの姿や学校の様子、ぜひまた見にいらしてください。  

 

◆さて、学芸会明けの居武士小。いわゆる「学力」にウェートを置いて教育活動を行う時期に入っています。より 

良い指導プランを職員みんなで考えては、実際に試す。そして結果を検証する･･･そんな取組を進めた月でした。 

教育指導の専門家にも来校してもらい、アドバイスをもらいました。いわゆる「教え込み」ではなく、子どもた 

ち自身が解決すべき方法を考え、試行錯誤しては伝え合い、最後は「なるほど」「楽しい」「そうか」･･･そんな 

学びのある学校がいいと考えています。「遊び」も同じですね。挑戦心や興味から始まり、試行錯誤の時間が保 

障されている･･･。「学び」と「遊び」は、根底ではつながっているもの、同じだと思います。効率重視で数字を 

ひたすら追うような学びではなく、遊ぶように学ぶ。それがいい･･･。 

 

◆体験的な学習、ゲストの先生による特別授業も、前期同様多く取り入れています。11月は以下の通りです。 

 ・植林体験、木工場見学･･･木の一生を追いかける体験学習を実施、高学年は追加で座学も行いました。 

 ・サツマイモの収穫･･･低学年が学校菜園で収穫、大きなイモに大喜びでした。焼き芋も存分に楽しみました 

・星空の特別授業･･･訓子府高校の先生による夜空にまつわる特別授業、夜空の見方が変わる情報満載でした。 

 ・訓小との合同調理実習、合同社会科見学･･･今月は、中高学年が共に過ごしました。訓小に感謝です。 

 ・後援会レクリエーション･･･ヨーロッパ生まれの「ボッチャ」というスポーツを、みんなで楽しみました。 

 ・養蜂学習･･･お互いに支え合って生きている自然、その自然に人も支えられていることなどを学びました。 

 ・お菓子屋さんの見学･･･ケーキやお菓子をつくる町のお店で働く人たちの秘密を探りに行きました。 

・テクノロジーについての学習･･･パソコン企業の方を講師に、最新技術の活用法について学びます（今後実施）。 

次の学習をウキウキ楽しみにする姿、学びを通して物の「見方」や「考え方」を拡げる姿が見られました。 

 

◆優秀な子を育むために何が必要か･･･という研究があります。「やり抜く習慣」や「共感して聞く習慣」など、よ

り良い「心の習慣づくり」を、親が第一責任者としてやりなさい･･･そう説いています。難しさを感じる方もい

ることと思います。人間、一生勉強ですね。研究の具体を、ほんの一部ですが掲載します。以下の通りです。 

・自主性を尊重する。物事の方針や人生哲学は伝えるが、「しなさい」「やりなさい」という命令・指示はしない。 

・「自分でやりたい」と言ったことは、時間がかかってもやらせてあげる。親はサポートに徹する。 

我が子が「強み」をもてるよう、成功体験を重ねていくこと。それが自己肯定感を高めます。打たれ強さも備わ

っていきます。極めて簡単に言えば、そういうことです。「遊ぶように学ぶ」ことと「子育て」は、これまた、

根っこは同じ。つながっていると気づきます。だからこそ、連携しあって、共育しあえる仲でありたいですね。

寒い季節に入ります。皆さんご自愛下さい。今後とも、どうぞよろしくお願い致します。 

訓子府町立居武士小学校 学校だより 第８号 令和５年１１月２７日 

【校是】 『 やさしく かしこく ねばり強く』 

より良い未来を願って～植樹体験～ 

 

 

 

居小ホームページ ご覧下さい 

この QR コードを携帯電話で読

み込むと、居小の日々の様子を

ご覧頂けます。 

 



    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２日（土） 後援会忘年会 

 ７日（木） 参観日（３・4年） 

１１日（月） 5時間授業 

１４日（木） 朝の読み聞かせ会 

１５日（金） 交通安全街頭指導 

２２日（金） 全校朝会 

２３日（土） 冬季休業（～1/16迄） 

２５日～27 日  寺子屋 

２９日（金） 学校閉庁日 

31日（日） 大晦日 

 

 

 

 

 

 
・朝の読み聞かせ会 …  伊藤道子さん 

・木育       …北見広域森林組合 

岡田光弘さん 

福地冬梧さん 

            新生紀森林組合 

             柴田 亮さん 

             田川 薫さん 

・星の授業     … 訓高：岡本先生 

・消防署見学    …消防署訓子府支署 

・出前授業     …   菅野養蜂場 

・お店見学     …  カガミ菓子店 

・小麦の唐箕
と う み

での選別… 福田さんご一家 

・大豆、小麦の収穫 … 福田さんご一家 

・畑おこし     … 福田さんご一家 

 

 
  

低学年・中学年・高学 

年の学級で、研究授業を 

行いました。子どもたち 

が、自分たちで学びを広 

げたり深めたりする授業 

づくりを進めていきま 

す。中学年の研究授業には、オホーツク教育局東

指導主事をお招きし、本校の授業改善に生かすこ

とができる助言指導を賜りました。また、３回の

研究授業に、わくわく園・訓小・訓中の先生方も

参観され、学びを深めていました。今後、研究の

成果を日常の授業に生かしながら、子どもたち

が、学び合い・高め合う授業づくりに全校を上げ

て取り組んでいきます。 

10月に行ったいじめ調査では、2件のいじめを

認知し対応を行いました。認知については、最新

のいじめの定義に基づいて行っています。対象の

子どもが「嫌だ」「つらい」「やめてほしい」と感

じていたら、その行為は「いじめ」と認知し対応

することにしています。 

2 件のいじめの内容ですが、「たたかれる、嫌

なことを言われる。」というものでした。該当者

には、嫌がっていることを理解できるよう話を

し、今後、行わないよう指導を行いました。また、

その後も、声掛けなどを行いながら、全職員で見

守りを行っています。今後も、子どもたちみんな

が、伸び伸びと活動できる学校づくりに取り組ん

でいきます。 


